
 

 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

          

 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
赤
煉
瓦
校
舎 

「
学
都
」
金
沢
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
旧

第
四
高
等
中
学
校
本
館
は
、
明
治
22
年
６
月
に

起
工
さ
れ
、
同
24
年
７
月
に
完
成
し
た
。
設
計

は
、
当
時
文
部
技
師
で
あ
っ
た
山
口
半
六
、
久

留
正
道
に
よ
る
も
の
で
、
赤
煉
瓦
造
り
二
階
建

て
の
建
物
で
あ
る
。
明
治
27
年
に
は
、
第
四
高

等
学
校
（
注
）
と
改
称
し
、
創
立
以
来
約
60
年
間

数
々
の
人
材
を
政
財
界
や
学
界
に
送
り
出
し
て

き
た
名
門
校
で
あ
っ
た
。 

旧
四
高
は
昭
和
25
年
、
学
制
改
革
に
よ
り
閉

校
さ
れ
、
新
制
金
沢
大
学
法
文
学
部
と
理
学
部

の
前
身
と
な
っ
た
。
四
高
本
館
は
理
学
部
の
キ

ャ
ン
パ
ス
と
し
て
昭
和
39
年(

1
9
64
)

ま
で
使
用

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
裁
判
所
、
郷
土
資

料
館
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
旧
本
館
は
昭

和
44
年
３
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

熊
本
の
五
高
な
ど
と
と
も
に
、
近
代
日
本
の
高

等
教
育
機
関
の
黎
明
を
今
に
伝
え
る
全
国
で
も

数
少
な
い
建
造
物
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。 

                

本
校
旧
本
館
よ
り
、
十
年
余
前
に
竣
工
し
た

建
物
だ
が
、
堅
牢
な
煉
瓦
造
り
で
保
存
状
態
も

よ
く
、
現
在
は
、「
石
川
四
高
記
念
文
化
交
流
館
」

と
し
て
金
沢
を
代
表
す
る
文
化
の
発
信
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。
旧
本
館
は
、

四
高
の
歴
史
と
伝
統
を
伝
え
る
展
示
に
加
え
、

旧
四
高
の
教
室
を
多
目
的
に
利
用
で
き
る
「
石
川

四
高
記
念
館
」
と
石
川
県
ゆ
か
り
の
文
学
者
の
資

料
を
展
示
す
る
「
石
川
近
代
文
学
館
」
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
兼
六
園
周
辺
文

化
の
森
の
新
し
い
「
学
び
と
ふ
れ
あ
い
の
複
合
文
化

ス
ペ
ー
ス
」
と
し
て
、
平
成
20
年
に
整
備
さ
れ
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

旧
四
高
校
舎
は
、
天
下
の
名
園
「
兼
六
園
」

や
「
金
沢
城
公
園
」
な
ど
に
ほ
ど
近
く
、
県
立

の
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
・
図
書
館
等
に
隣
接

す
る
と
い
う
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
恵
ま

れ
、
年
間
を
通
し
て
毎
晩
、
建
物
全
体
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
な
さ
れ
る
ほ

ど
観
光
面
で
の
存
在
感
も
大
き
い
。 

旧
校
舎
は
博
物
館
に 

旧
制
石
川
県
立
金
沢
第
二
中
学
校
校
舎
は
、

特
徴
的
な
尖
つ
た
塔
を
も
つ
建
物
と
し
て
「
三
尖

塔
校
舎
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
明
治
32
年

(
1
8
99
)

、
開
校
と
同
時
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う

か
ら
、
本
校
旧
本
館
よ
り
少
し
古
い
。
こ
の
建

物
は
、
入
り
組
ん
だ
屋
根
、
車
寄
せ
、
上
げ
下

げ
窓
な
ど
明
治
の
洋
風
木
造
建
築
の
様
式
を
色

濃
く
残
し
て
い
る
。
尖
塔
を
有
す
る
屋
根
や
煉

瓦
を
積
み
上
げ
た
土
台
、
縦
長
の
上
げ
下
げ
窓

な
ど
本
校
旧
本
館
と
共
通
す
る
も
の
が
随
所
に

み
ら
れ
る
。 

                

旧
制
金
沢
二
中
は
、
本
校
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

開
校
し
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
、
幾
多
の

す
ぐ
れ
た
人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
北
陸

地
方
き
っ
て
の
名
門
校
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
の

学
制
改
革
に
際
し
、
閉
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

旧
二
中
校
舎
は
、
昭
和
23
年
に
発
足
し
た
新
制

中
学
校
の
校
舎
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
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昭
和
45
年
ま
で
金
沢
市
立
紫
錦
台
中
学
校
と
し

て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
49
年
に
金
沢
市
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
53
年
に
は
「
金
沢

市
立
民
俗
文
化
財
展
示
館
」
と
し
て
開
館
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
11
年
に
石
川
県
有
形
文
化
財
の

指
定
を
受
け
、
平
成
19
年
に
「
金
沢
く
ら
し
の
博

物
館
」
と
改
称
さ
れ
、
金
沢
市
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

旧
制
金
沢
二
中
本
館
車
寄
せ 

         
 
 
 

 
 

 

旧
四
高
校
舎
に
比
べ
、
地
味
な
存
在
で
、
金

沢
市
民
の
知
名
度
も
あ
ま
り
高
く
な
い
。
兼
六

園
前
で
拾
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、

行
き
先
に
「
旧
制
二
中
校
舎
」
ま
た
は
「
く
ら
し
の

博
物
館
」
と
告
げ
て
も
、
し
ば
ら
く
思
案
顔
を
し

て
い
た
。 

 

建
物
は
、
明
治
の
西
洋
風
木
造
学
校
建
築
様

式
を
残
し
て
い
る
立
派
な
も
の
だ
。
本
校
旧
本

館
に
比
し
て
も
決
し
て
見
劣
り
の
す
る
も
の
で

は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
施
設
を
よ
り
有
効
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
床
を
全
面
的
に
張

替
え
た
り
、
冷
暖
房
設
備
を
取
り
付
け
た
り
と
、

建
物
に
手
を
加
え
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
結
果
、

国
重
要
文
化
財
と
し
て
の
基
準
を
満
た
す
に
至

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
残
念
な
こ

と
で
あ
る
。 

 
 
 

孤
独
な
三
尖
塔
校
舎 

 

も
う
一
つ
、
訪
れ
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、

こ
の
旧
校
舎
全
体
か
ら
「
旧
制
金
沢
二
中
」
の
息

遣
い
が
伝
わ
っ
て
来
な
い
こ
と
だ
。
展
示
物
と

し
て
旧
制
中
学
時
代
の
資
料
が
あ
ま
り
無
い
こ

と
に
も
よ
る
が
、
そ
れ
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
。

こ
の
由
緒
あ
る
「
三
尖
塔
校
舎
」
が
戦
後
、
市
の

新
制
中
学
校
校
舎
と
し
て
、
旧
制
二
中
か
ら
切

り
離
さ
れ
、
そ
の
後
も
、
金
沢
市
の
公
共
施
設

と
し
て
の
利
用
が
続
き
、
旧
制
第
二
中
学
校
校

舎
の
イ
メ
ー
ジ
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
。 

一
般
に
、
現
金
沢
錦
丘
高
校
が
旧
制
金
沢
二

中
を
前
身
と
し
た
学
校
で
あ
る
と
称
さ
れ
て
い

る
が
、
果
た
し
て
そ
う
言
い
切
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
昭
和
三
十
年
代
後
半
よ
り
、
高
校
入
学
志

願
者
の
急
増
に
応
え
る
た
め
、
全
国
的
に
県
立

高
校
の
新
設
・
学
級
増
が
行
わ
れ
た
。
石
川
県

で
も
昭
和
38
年
、
石
川
県
立
高
等
学
校
設
置
条

例
に
よ
り
、
普
通
科
、
家
政
科
（
募
集
人
員
普

通
科
五
百
名
、
家
政
科
百
名
）
の
全
日
制
高
等

学
校
を
金
沢
地
区
に
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
際
、
金
沢
二
中
の
同
窓
生
諸
子
の
間

か
ら
後
継
校
を
切
望
す
る
声
が
盛
り
上
が
り
、

県
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
、
こ
の
新
設
校
を
旧

制
金
沢
二
中
を
継
承
す
る
学
校
と
し
て
発
足
さ

せ
た
の
で
あ
る
。 

 
 

金
沢
錦
丘
と
い
う
校
名
は
、
旧
金
沢
二
中
の

校
歌
の
文
言
か
ら
取
り
、
校
章
も
二
中
の
梅
鉢

に
４
つ
の
ペ
ン
を
加
え
た
も
の
を
採
用
す
る
な

ど
、
旧
制
金
沢
二
中
と
の
一
体
感
に
努
め
き
た
。 

確
か
に
名
目
的
に
は
後
継
校
で
あ
る
。
し
か

し
、
校
地
は
二
中
時
代
と
は
別
の
場
所
で
あ
り
、

校
舎
も
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、
旧
制
金
沢
二
中

を
偲
ぶ
形
あ
る
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。 

一
旦
閉
じ
ら
れ
た
学
校
が
、
長
い
年
月
を
経

た
後
再
開
校
し
、
旧
校
の
遺
産
を
引
き
継
ぐ
と

い
う
こ
と
は
、
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

学
制
改
革
後
の
空
白
期
間
が
余
り
に
も
長
過
ぎ
、

そ
の
部
分
を
埋
め
戻
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。

何
と
か
あ
の
「
三
尖
塔
校
舎
」
で
実
際
に
学
ん
だ

卒
業
生
た
ち
が
細
々
と
二
中
の
伝
統
を
担
っ
て

き
て
い
た
が
、
そ
の
彼
ら
も
今
や
老
齢
化
し
、

旧
制
中
学
時
代
を
語
り
継
ぐ
Ｏ
Ｂ
の
数
は
め
っ

き
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う

に
、
二
中
の
歴
史
が
刻
み
込
ま
れ
た
明
治
の
学

び
舎
は
、
学
校
の
手
を
離
れ
て
久
し
く
、
市
の

一
施
設
に
な
っ
て
い
る
。「
三
尖
塔
校
舎
」
は
も
は

や
旧
制
二
中
の
後
継
校
を
称
え
る
錦
丘
高
校
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
は
な
り
得
て
い
な
い
よ
う
に

思
え
る
。
改
め
て
伝
統
の
継
承
の
難
し
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
と
同
時
に
、
文
化
財
校
舎
の
在

り
様
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

               

 
（
注
）
明
治
期
の
官
立
（
国
立
）
の
高
等
学
校 

明
治
27
年(

1
8
94

）、
高
等
学
校
令
が
公
布
さ
れ

一
高
（
現
東
大
）
・
二
高
（
現
東
北
大
）
・
三
高

（
現
京
大
）
・
四
高
（
現
金
沢
大
）
・
五
高
（
現

熊
本
大
）
が
設
置
さ
れ
、
明
治
33
年
（1

9
0
0

）

に
六
高
（
現
岡
山
大
）、
翌
34
年
に
七
高
（
現
鹿

児
島
大
）、
41
年(

1
9
0
8
)

に
八
高
（
現
名
古
屋
大

）
が
加
え
ら
れ
た
。 

こ
れ
と
は
別
に
、
軍
人
養
成
学
校
と
し
て
陸
軍

士
官
学
校
（
明
治
７
年
創
設
）
と
海
軍
兵
学
校 

（
明
治
９
年
創
設
）
が
あ
っ
た
。 

明
治
19
年(

1
8
8
6
)

の
帝
国
大
学
令
に
よ
り
、

北
海
道
・
沖
縄
県
を
除
く
全
国
を
５
区
に
分
割

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
高
等
中
学
校
を
設
置
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
新
潟
・
富
山

・
石
川
・
福
井
の
北
陸
４
県
か
ら
な
る
「
第
４

区
」
で
は
、
金
沢
に
石
川
県
専
門
学
校
（
そ
の

前
身
は
加
賀
藩
の
藩
校
明
倫
堂
お
よ
び
維
新
後

に
設
立
さ
れ
た
金
沢
中
学
校
）
を
母
体
と
す
る

高
等
中
学
校
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
第
四

高
等
中
学
校
の
設
立
と
な
っ
た
。（
開
校
に
際
し

旧
藩
主
前
田
家
は
７
万
８
千
円
を
寄
附
し
て
い

る
）
さ
ら
に
設
立
時
に
金
沢
医
学
校
を
「
四
高

医
学
部
」
と
し
て
合
併
し
た
が
、
後
に
金
沢
医

学
専
門
学
校
と
し
て
分
離
し
た
。 

  
 

 
 

雪
の
兼
六
園 

旧制金沢二中本館玄関ホール 


